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北
海
道
地
方
炭
鉱

の
開
発
と
展
開
概
況

(要
覧
及
び
覚
書
)

一
、
開
坑
沿
革

・
鉱
業
権
者
篇

四

左

合

藤

三

郎

目

次

は
じ
め
に

e
利
用
文
献
に
つ
い
て

口
整
理
方
法
の
骨
子

(以
上
、
四
号
)

一
、
北
海
道
石
炭
鉱
業
の
開
発
沿
革
大
要

e
沿
革

の
大
要

ω
出
炭
高
の
惟
移

白
日鉱
区
件
数
及
び
平
均
面
積

四
稼
行
炭
礦

数

五
指
標

の
集
約

(以
上
、

五
号
)

二
、
開
坑

・
沿
革
概
況

e
開
坑
時
期
別
分
布

口
開
坑

の
炭
田
別
分
布

日
日稼
行
炭
礦

数

四
開
坑
沿
革
の
タ
イ
ブ

(
以
上
、
六
号
)

三
、
鉱
業
権
者
の
資
本

・
業
種
別
概
況

e
鉱
業
権
者
数

口
居
住
地
細

別

日
鉱
業
権
者

の
炭
田
別
進
出
状
況

四
鉱
業
権
者
の
資
本

・
業
種
別
構
成
の

一
斑

(
以
上
、
本
号
)

四
、
大
資
本
の
重
要
炭
礦

占
有
化
概
況

e
出
炭
高
別
構
成
に
占
め
る
財
閥
系
の
比
重

口
時
期
別
に
見
た
炭
礦

開
坑
経
営
者
の
種
別
構
成
概
況

五
、
北
海
道
に
お
け
る

炭
田
開
発
進
展
と
そ
の
ベ
ク
ト
ル

e
炭
田
開
発
進
展
と
主
要
な
送
炭
手
段
と
の
関
連

]〕
日河
川
舟
運
に
関
す
る
特
徴

日日
三
大
財
閥
系
炭
礦

分
布
概
況

附

一
、
地
元
炭
礦

大
資
本

の
不
成
立

附
二
、
送
炭
手
段
の
炭
田
別
概
況

三
、
鉱
業
権
者

の
資
本

・
業
種
別
概
況

北
海
道
石
炭
鉱
業

の
沿
革
の
骨
子
は
冒
頭
に
記
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の

発
展
過
程
に
お
い
て
大
資
本
間
の
争
覇
戦
、
各
炭
田
開
発
初
期
に
お
け
る
鉱
区
取

得
を
め
ぐ
る
虚
々
実
々
の
活
動
が
繰
り
展
げ
ら
れ
た
こ
と
は
想
像
す
る
に
難
く
な

い
。・
ま
た
炭
層

・
炭
質

の
良
劣
、
思
は
ぬ
良
炭
層
の
発
見
、
逆
に
折
角
苦
心
し
て

取
得
し
た
鉱
区
が
思
惑
は
つ
れ
、
な
ど
幾
多
の
悲
喜
劇
が
織
り
込
ま
れ
て
も
ゐ
る
。

大
資
本
お
よ
び
開
坑
経
営
に
成
功

し
た
鉱
業
権
者
が
沿
革
上

に
そ
の
名
を
止
め
た

蔭
に
は
多
く
の
鉱
業
権
者
が
ゐ
る
。
彼
等
は

「鉱
区

一
覧
」
に
名
を
止
め
た
に
す

ぎ
な
い
。
こ
の
中
に
は

一
撲
千
金
を
夢
見
た
鉱
区
師
や
試
掘
屋
も
少
く
な
い
が
、

ま
た
石
炭
企
業
に
身
代
を
賭
し
た
者
も
ゐ
る
。
こ
れ
ら
に
ま

つ
は
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

の
い
く
ら
か
は
時
に
ふ
れ
ら
れ
も
す
る
が
(註

一
)、
し
か
し
鉱
業
権
者

の
概
況
に
つ
い
て

は
殆
ど
整
理
さ
れ
て
ゐ
な
い
と
い

っ
て
よ
い
。

従
来
鉱
区
件
数
、
鉱
区
面
積
等
の
面
か
ら
或
は
出
炭
高
か
ら
、
或
は
主
要
炭
礦

の
沿
革
概
況
か
ら
、
石
炭
鉱
業
の
開
発
沿
革
が
究
明
せ
ら
れ
て
来
た
が
、こ
れ
ら
は

生
産
機
構
、
経
営
実
績
、
労
動
実
状
等
と
併
せ
て
重
要
な
指
標
で
あ
る
。
し
か
し
、

鉱
業
権
者
の
概
況
を
加

へ
る
こ
と
に
お
い
て
沿
革
は

一
の
坩
堝
と
な
る
で
あ
ら
う

し
、
発
展
過
程
は
さ
う

い
っ
た
坩
堝

で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ま
で
は
明

治
二
〇
年
代
ま
で
の
草
創
期
の
究
明
が
重
視
せ
ら
れ
て
来
た
趣
き
が
強
い
が
、
確

か
に
こ
の
時
期
は
大
事
で
あ
る
に
し
て
も
、
ま
た
本
格
的
な
開
発
期
に
入
り
、
資

本
集
中
過
程
に
当
る
日
露
戦
後
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
資
料
の
整
理
検
討
も
そ

れ
に
劣
ら
ず
大
事
で
あ
る
と
考
へ
る
。



鉱

業

権

者

の
概

況

を

知

り
得

る
基

本

資

料

は
小

生

の
関

知

す

る
範

囲

に

お

い
て

は

「
鉱

区

一
覧

」

に
ま

つ
指

を

屈

す

る
が

、

手

元

に

は

頭

初

に
記

し
た

や
う

に

明

治

四

四

年

以

降

し

か

な

い

の

で

、

そ

れ

以

前

に

つ
い

て

は

殆

ど

整

理

す

る
す

べ

が

な

い
。

た

だ

参

考

的

に
明

治

二

八

年

時

を

加

添

し
た
程

度

に
す
ぎ
な
い
。
そ

の
整

理

の
重

点

を
誰

が

、

い

つ
、

ど

の
炭

田

に
多

少

な

り
と

も

鉱

区

を

取

得

し
、

ま

た

い

つ
ま

で
保

有

し

て

ゐ

た

か

、

を

知

る

こ
と

に
置

い

た

の

で

、

鉱

業

権

者

お

よ
び

そ

の
進

出

し

た
炭

田

と

時

期

を

主

と

し
、

鉱

区

件

数

や
規

模

お

よ

び

取

得

鉱

区

の

一

々

の
所

在

な

ど

は
度

外

視

し

た

た

め

、

実

際

の
進

出

展
開

像

の
委

細

は

知

り
得

な

い
。

ま

た

整
理

時

期

の
下

限

を

取

敢

ず

大

正

九

年

に

止

め

、

開

坑

沿

革

要

覧

と

同

時

期

の
昭

和

初

期

ま

で
整
理

し
得
な

か

っ
た
憾

み
も

あ

っ
て
(註

二
)
、
第

一
次

大

戦

前

後

の
若

干

期

間

の

概

況

を

知

り
得

る

に

す

ぎ

な

い
難

も

あ

る

。

し

か

し

、

鉱

業

権

者

の
概

況

の
大

体

を

う

か

が

ふ

こ
と

は

で
き

る

で

あ

ら
う

と
思

ふ

。

整

理

し

た
文

献

と

そ

の
整

理

素

表

に

つ
い

て

は

一
節

に
掲

げ

た

。

こ

の
素

表

・

鉱

業

権

者

別

鉱

業

権

設

立

概

要

表

を

基

に

し

て
作

成

し

た
諸

集

計

に

よ

り
鉱

業

権

者

数

、

居

住

地

別

、

炭

田

別

進

出

状

況

、

資

本

・
業

種

別
構

成

概

況

に

つ
い

て
順

次

見

て
ゆ

く

こ

と

に

す

る
。

(
註

一
)
私

が
編
纂

の
た
め
資
料

を
収
集
調
査

し
た
三
菱

美
唄
炭
礦

お
よ
び
そ

の

周

辺
と

い
ふ
狭

い
範

囲
に
お

い
て
も
、
奈
良
義

路

は
試
掘
調

査
中

に
良

炭
層

に

プ

チ
当

て
て
欣
喜
雀

躍

し
、
三

菱

の
大
道

に
土

下
座

し
て
感
泣

し
た
が
、
浅

野

は
偽
図

面
を

つ
か
ま

さ
れ
た
挙

句
に
鉱
区
係

争
を
惹
起

し
て
敗
訴

の
憂
き
目

を

見

て
ゐ
る
し
、

沼
貝
炭
礦

は
鉱
泉

に
ブ

ツ
か

っ
て
お
手
上

げ
と

な
り
、
大
阪

の

海

運
資

本
は
第

一
次

大
戦
後

の
不
況
と
も
ダ

ブ

っ
て
道
炭

か
ら
引
揚

げ
る
と

い

っ
た
話

が
伝

へ
ら

れ
て
ゐ
る
。
美

唄
で
漁
夫

の
利
を
得

た
の
は
三
菱

美
唄
炭
礦

を
開
坑

し
た
飯

田
で
あ
る
。

(
註

二
)
頭

初

に
ふ
れ
た

や
う

に
、
大
正

一
〇
年
以
後
昭
和
三

年
ま

で
に

つ
い
て

も

い
つ
れ

整
理

し
て
追
加

し
た

い
と
考

へ
て
ゐ
る
。

H

鉱
業
権
者
数

さ

き

に

お
断

り
し

た

や

う

に
基

本
資

料

に
不

備

が

あ

る

の
で

全

数

で

は

な

い
が

、

整

理

し

た

範

囲

に

お

い
て

登

場

す

る

鉱
業

権

者

の
実

数

は

個

人

一

一
六

四

人

、

会

社

八
四

、

合
計

一
二
四

八

人

で

あ

る
。

居

住

地

二
大

別

に

み
れ

ば

道

内

居

住

者

七

〇

七

人

(
五

六

・
七

%
)

、
海

外

居

任

者

三

二

五

人

(
二

六

.
○

%

)

、

未

詳

(
註

一
)

二

一
六

人

と

な

る
。

こ
れ

を

年

次

別

に

示

せ

ば

表

14

の

や
う

に

、

鉱業権者の年次別延人員表14

道外居住(%)道内居住て%)計(指 数)年次

4(7)

55(55)

55(45)

75(59)

70(58)

84(54)

116(51)

159(29)

186(51)

760(52.5)

5(9)

51(47)

44(57)

104(55)

100(54)

158(55)

215(58)

555(60)

572(62)

1,544(57)

56(50)M28

66(ろ6)44

77(42)T2

188(1〔2)4

(100)

(155)

1855

2496

(201)

(501)

(524)

5727

5568

5999

2,548累 計

(備 考)1.B類 資料によ り作成集計

2.計 一(道 内居任十道外居任)二 未詳者 数で

ある。

5.計 の指数は大 正5年 を100と したものである。

ろ.道 内、道外各居住の彩 は計に対す る比である。

 

ω
第

一
次
大
戦
中
に
著

し
く
増
加
し
た
。
こ
と
に
道
内
居
任
者
の
増
加
が
大
正
六

年
以
後
顕
著
に
認
め
ら
れ
ろ
。



②
居
住
地
道
内
外
比
は
、
明
治
三
〇
年
代

が
欠
け
、
参
考
に
整
理
し
た
明
治
二
八

年
時
も
未
詳
者
が
多

い
の
で

一
概
に
は
い
へ
な
い
が
、
明
治
四
四
年
と
大
正
二

年
と
の
間
に
お
い
て
逆
転

し
て
以
後
道
内
居
住
者
の
方
が
多
く
な
り
、
第

一
次

大
戦
後
に
は
ほ
ぼ
六
対
三
の
割
合
に
な

っ
た
。

③
大
正
元
年
、
同
三
年
が
欠
け
て
ゐ
る
の
で
明
治
四
四
年
か
ら
の
累
年
で
は
な
い

が
、
累
計
し
た
延
人
員
は
二
三
四
八
人
に
及
び
、
道
内
居
住
者
五
七
%
、
道
外

居
住
者
三
二

・
五
%
で
あ
る
。

(
註

一
)
基

本
資
料

に
お
け
る
不
備

の
点

は
第

一
節
に
掲
記

し
た
通

り
で
あ

る
が
・

「
北

海
道

石
炭

鉱
業
会

々
報

」
所
載

の
鉱
業
権
登
録

・
移
転
記
事

に

は
居
住
地

の
附

記
せ
ら

れ
て
ゐ

な
い
者

が
あ

り
、

「
鉱
区

一
覧

」

の
不
備
部

分
に
属
す

る

鉱
区
保
有
者

の

一
部
が
未
詳

と
せ
ざ

る
を
得

な
く

な

っ
た
。

口

居
住
地
細
別

明
治
二
八
年
時
は
資
料
に
鉱
業
権
者
の
居
住
地
が
記
載
せ
ら
れ
て
を
ら
ず
、
明

治
四
四

・
大
正
二
の
両
年
は
夕
張

・
空
知
両
郡
内
鉱
業
権
者
の
み
に
限
ら
れ
る
資

料
上
の
不
備
の
点
か
ら
除
き
、
大
正
四
年

以
降
同
九
年
ま
で
の
鉱
業
権
者
延
人
員

数
二

一
四
九
人
に
つ
い
て
居
住
地
別
を
示
す
と
表
15
の
や
う
で
あ
る
。
道
内
居
住

は
札
幌

・
小
樽
を
重
点
と
し
、
そ
の
他
は
国
別
と
炭
田
地
方
別
と
を
ミ

ッ
ク
ス
し

た
や
う
な
区
分
に
よ
り
、
道
外
居
住
は
東
京

(比
較
的
に
少
数
で
あ
る
が
横
浜
お

よ
び
東
京
府
下
を
も
含
む
)
を
主
と
し
、
阪
神
を
別
出
と
し
て
、
そ
の
他
は
地
方

別
に
区
分
し
た
。

延
計
で
あ
る
か
ら
厳
密
と
は
い
ひ
難

い
が
、
大
体
道
内
六
対
道
外
三
の
割
に
あ

っ
て
、
こ
の
う
ち
道
内
居
住
者

の
約
五
割
が
札
幌

・
小
樽
両
市
居
住
者
、
次
い
で

は
釧
路
地
方
居
住
者

の

一
五
%
で
あ
る
。
ま
た
道
外
居
住
者
の
約
三
分
の
二
は
京

浜
居
住
者
で
他
に
比

し
圧
倒
的
に
多

い
。

年
次
別
に
準
じ
て
大
正
八

・
九
年
を
除
き
二
年
間
計
に
よ
り
表

16
に
道
内
外
比

お
よ
び
両
者
の
各
地
方
別
内
訳
の
大
体
を
構
成
比
と
し
て
示
し
た
が
、
道
内
外
比

表15.鉱 業権者の居住地別

%
100.0
58.8
49.0
15.2
7.9
6.5
5.7
4.4
11.5
(4.7)
52.0
67.6
5.4
9.0
11.0

(9.0)
1.9
5.1
9.2

延人数
2,149
1,264
619
192
100
82
72
56
145
(60)
688
465
57
62
76

(62)
15
55
197

居住地別
人 貝

道 内
札 樽
釧 路
石 狩
樺戸 ・上川
天 北
日高 ・十勝
そ の 他
(内 函館)
道 外
京 浜関東
・東北

中 部
近 畿
(内 阪神)
中・四 国
九 州
未 詳

(備 考)

1.大 正4-9年 の年次別鉱

業権者数の累計 である。

2,道 内外 ・未詳は対延人員

比、 道内 。道外各 内訳は道

内外各 延人員 に対する比で

ある。

表16.年 次別鉱業権者道内外構成比

T9T8
T6-

7計

T4
-5計

M44
T2計

居 住 別

62

50.5

6

15

6

60

46

6

16

7

57

46.5

8.5

19

7

55

55

15

11

5

52

69

15

1

7

道 内

木L樽

石 狩

釧 路

樺戸 ・上川

51

68

10

10

5

29

70

8

9

4

52

67.5

8.5

9

5.5

64

10

7

8

47.5

91

5

4

道 外

京 浜

阪 神

中 部

九 州

(備 考)1.道 内 ・道外は対鉱業権者数比、道 内主

要都市 .・地方は対道内居住者数比、道外

もこれと同様で、それぞれ%(但 し、小

数点 以下は4捨6入)



鉱業権者延 人員 一 年次別 ・道内外居住別

道内合計

札幌 ・小樽

石 狩

樺戸 ・上川

(内 、旭川)

釧 路

天 北

(内 、留萌)

日高 ・十勝

そ の 他

(内 、函館)

(内 室蘭)

道外合計

京

関

東

東

北

近

浜

東

北

海

陸

畿

(内 、阪神)

中 ・四 国

九 州

不 明

総 計

M28

5

4

1

4

4

47

56

M44

51

22

5

1

(1)

1

2

(1)

(1)

55

52

1

2

66

T2

44

50

5

4

(4)

1

(→

4

(1)

(1)

55

50

1

1

1

77

計

75

52

10

5

(5)

1

1

←)

6

(2)

(2)

62

2

1

5

145

T4-
5計

204

112

27

10

④

22

8

(2)

4

21

(7)

(5)

145

92

4

6

4

6

20

(14)

11

26

575

T6

158

68

15

15

(6)

20

5

①

8

15

⑤

①

84

56

1

5

2

5

9

(7)

2

6

27

249

7

215

96

17

15

(7)

47

8

(1)

11

25

(9)

(7)

416

79

1

5

4

7

12

(10)

5

5

41

572

計

555

164

30

26

(15)

67

1t

(2)

19

56

(12)

(8)

200

155

2

6

6

12

21

(17)

7

11

68

621

T8

555

155

21

25

(14)

55

25

(5)

17

41

(19)

(12)

159

111

4

4

6

9

15

(15)

5

7

62

556

9

572

t88

22

25

(15)

48

50

(2)

16

45

(22)

(7)

186

127

5

6

8

11

20

(18)

5

6

41

599

合計

1,544

675

110

87

(49)

195

75

(9)

57

149

(62)

(52)

760

531

15

22

26

58

76

(62)

14

58

244

2,548

<備 考>1.札 幌鉱山監督局管内 「鉱区一覧」および 「北海道石炭鉱業会々報」鉱業権設定 ・移動記

事によ り作成。但 し、M28は 「北海道鉱産物及鉱業要略」巻末資料による。

2.鉱業 権者はその年次の登録鉱区の多寡にかかはらず1件 として計算した。



は
明
治
末

・
大
正
初
期
の
五
対
五
か
ら
道
内

の
漸
増
に
よ
り
大
正
八
年
以
後
は
六

対
三
に
至

っ
て
ゐ
る
。
但
し
、
明
治
四
四

・
大
正
二
年
は
資
料

の
制
約
か
ら
夕
張

・
空
知
両
郡
内
鉱
業
権
者
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
る
の
で
、
他
の
炭
田
を
も
考
慮
す
る
と

道
内

の
比
重
が
い
ま
少
し
高
く
な
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
道
内

・
道
外
と
も

そ

の
過
半
を
占
め
る
札
樽
、
京
浜
両
者
と
も
が
減
少
し
、
前
者
は
約
七
〇
%
か
ら

五
〇
%
前
後
に
、
後
者
は
九
〇
%
余
か
ら
七
〇
%
前
後
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
反
し

て
増
加
す
る
の
は
道
内
で
は
釧
路
で
あ
り
、
道
外
で
は
阪
神
お
よ
び
中
部
地
方
で

あ
る
。

国

鉱
業
権
者
の
炭
田
別
進
出
伏
況

鉱
業
権
者
の
各
炭
田
へ
の
進
出
度
は
ど

の
や
う
で
あ
っ
た
か
。
さ
き
に
お
断
り

し
た
や
う
に
資
料
の
整
理
に
当

っ
て
は
鉱
区
件
数
と
規
模
な
ど
に
は
か
か
は
り
な

く
炭
田
に
鉱
区
を
保
有
す
る
か
否
か
を
主
眼
と
し
た
の
で
整
理
結
果
の
鉱
区
件
数

は
実
際
件
数
と
は
異
る
が
、
各
炭
田
へ
の
進
出
度

の
大
勢
は
う
か
が
ふ
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ら
う
。
因
み
に
、
整
理
し
た
明
治
二
八
、
四
四
、
大
正
二
、
四
ー
九
年

の
鉱
区
件
数
の
実
数
は
累
計

一
〇
、
〇
五
九
件
で
あ
る
が
整
理
結
果
の
累
計
件
数

は
二
八
八
八
件
で
あ
る
。
資
料
が
不
備
な
大
正
二
年
ま
で
を
除
い
た
大
正
四
i
九

年
の
六
年
間
累
計

で
は
八
四
八
六
件
に
対

し
二
五
二
五
件
で
あ
っ
て
、
実
数
の
方

が
約
三

・
五
倍
で
あ
る
。
参
考
に
鉱
区
件

数
実
数
と
資
料
整
理
結
果
と
の
年
次
別

比
較
お
よ
び
大
正
四
年
を

一
〇
〇
と
し
た
指
数
を
表

17
と
し
て
掲
げ
て
お
か
う
。

と

こ
ろ
で
、
大
正
四
年
か
ら
九
年
ま
で
の
間
に
つ
い
て
、
鉱
業
権
者

の
居
住
地

別
と

し
て
道
内

・
道
外
と
こ
れ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
過
半
数
を
占
め
る
札
幌

・
小
樽
居

住
者
並
び
に
京
浜
居
住
者
と
を
加
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
鉱
区
保
有
件
数
に
占

め
る
石
狩
、
釧
路
、
留
萌
、
天
北

の
四
炭
田
の
各
割
合
の
年
次
別
推
移
は
図
表
9

の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
要
言
す
れ
ば
、

一、

総
括
的
に
い
っ
て

①
大
正
六
年
に
石
狩
炭
田
の
比
重
は
五
〇
%
を
割
り
、
そ
れ
だ
け
釧
路
炭
田
が

表17.鉱 業権者の炭田進出状況調による

件数と実鉱区件数との比較

本調査件数
(B)

実権区件数
(A)

年 次

(備 考)1.本 調査によ る鉱業権者の炭田進 出概況による鉱区件 数

は、その炭田 における登録件数の多寡 に係 らず1件 とし

て計算 したので、札幌鉱 山監督 署調 による鉱 区件数の実

数 と対照 してみた。

2.※ 印は、空知 ・夕張両炭 田のみの集計によ り、大正4
・5両 年のAB両 者 の平均値 として

、各AO/o×90%を

以て大体の構成比 とし、 これ を以て空知 ・夕張両炭田合

計件数 を除 した数字で ある。A/B、 指 数 ともこの数字

に拠 り算出 した。

 

増
加
し
て
二
〇
%
台
に
上

り
、
同
八
年
に
石
狩
炭
田
が
四
〇
%
前
後

に
低
下

す
る
の
に
応
じ
て
天
北
炭
田
の
比
重
が

一
〇
%
台
に
増
え
て
ゆ
く
。

②
主
要
炭
田
の
う
ち
石
狩

・
釧
路
両

炭
田

に
お
け
る

各
二
大
炭
田
の
構
成
比

を
見
る
と
、
石
狩
炭
田
で
は
、
明
治
二
八
年
に
夕
張
六
三
対
空
知
三
七
が
明

治
末
期
に
は
三
五
対
六
五
に
逆
転
し
て
以
後
大
正
八
年
に
ほ
ぼ
四
対
六
前
後

に
夕
張
が
再
び
や
や
上
廻
る
ま
で
は
空
知
炭
田
の
比
重
が
高
い
期
間
で
あ
る
。

釧
路
炭
田
に
お
い
て
は
、
明
治
二
八
年
時
に
釧
路
七

一
対
白
糠
二
四
と
較
差

が
甚
だ
し
か

っ
た
が
、
大
正
四
年
に
は
六
対
四
に
接
近
し
、
同
七
年
に
は
四



対
五
に
逆
転

し
、
さ
ら
に
同
九
年
に
は
三
対
六
と
白
糠
炭
田
の
比
重
が
急
増

し
て
ゐ
る
。
こ
れ
と
と
も
に
釧
路
炭
田
北
縁
部

の
網
走

・
根
室
方
面
が
登
場

し
て
来
る
し
、
他
方
十
勝
方
面
へ
西
漸
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
。

二、

鉱
業
権
者
の
道
内
外
居
住
別
に
お
け

る
推
移
を
炭
田
別
に
概
括
略
示
し
た
図

表
10
に
よ

っ
て
分
る
や
う
に
、

図表10。 鉱業権者道内外別保有鉱区炭田構成比重の変移要略表

摘 要9876T5炭田別

石 狩

釧 路

留 萌

天 北

<見 方>1.内=道 内居住者、外=道 外居 住者

2.一 一pa、外 各計の場合、
' 一一一道 内は札 幌 ・小樽両市居住者

道外は東京 。横浜両市居 住者 の場合

5.一 ・一一一一・・一一一うは表記 の%を 基準 として、 矢印の方向に高い傾 向 を示す。

4内 、外 の字の位置が表記の%を 超え、或 は割った年次を示す。

5摘 要 の ↓は、上 を道内として、 これを基 準に道外構成比が比較 して

△ は低い、数字のみは高い ことを示し、数字はその較差で ある。但 し、

大体の標準値である。()を 附 したのは特に札樽居住者 と京浜居住

者 との較差が道内外較差 と異 る場合 を示す。

ω
石
狩
、
釧
路
両
炭
田
と
も
道
内
居
住
者
は
大
正
五
年
に
五
〇
%
を
割
り
、
道

外
者
は
同
六
年
に
二
〇
%
台
に
増
加
す

る
。
但
し
道
内

の
札
樽
両
市
居
住
者
、

道
外
の
京
浜
居
住
者
は

一
五
%
を
超
え
る
。
か

つ
総
じ
て
道
内
者
は
道
外
者

に
比
し
大
体

つ
ね
に

一
%
ほ
ど
高

い
。

②
留
萌
炭
田
で
は
、
道
内
者
は
大
正
七
年
に
一
五
%
を
、
道
外
者

は
同
九
年
に

二
〇
%
前
後
を
割
る
。
と
こ
ろ
が
札
樽
居
住
者
は
三
〇
%
前
後
に
上
り
、
京

浜
居
住
者
は
二
〇
%
を
割
る
と
い
ふ
差
違
が
あ
る
。
大
体

に
お
い
て
道
内
者

は
道
外
者
に
比
し
て
六
%
前
後
低
く
、
札
樽
居
住
者
は
京
浜
居
住
者
に
比
し

て
約

一
〇
%
高
い
波
を
以
て
動
い
て
ゐ
る
。

・

③
天
北
炭
田
に
お
い
て
は
、
道
内
者
は
大
正
八
年
に
、
道
外
者
は
同
九
年
に

一
〇
%
台
に
上
り
、
ま
た
札
樽
居
住
者

は
同
七
年
か
ら

一
〇
%
台
に
な
る
が

京
浜
居
住
者
に
は
大
き
な
変
化
は
な
い
。
大
体
に
お
い
て
道
内
者
は
道
外
者

に
比
し
て
同
六
年
ま
で
は
低
く
、
同
七
年
以
後
は
高
く
な

っ
た
。

三、

石
狩
炭
田
に
お
け
る
夕
張

・
空
知
両
炭
田
、
釧
路
炭
田
に
お
け
る
釧
路

・
白

糠
両
炭
田
の
比
重

の
推
移
を
概
括
し
て
、
夕
張

・
白
糠
各
炭
田
が
そ
れ
ぞ
れ

五
〇
%
を
超
え
た
年
次
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
前
同
様
略
示
す
る
と
図
表
11
に
な

る
が
、

①
石
狩
炭
田
に
お
い
て
は
空
知
炭
田
の
優
位
が
続
い
て
来
た
が
道
内
者
は
大
正

八
年
に
、
道
外
者
は
翌
九
年
に
夕
張
炭
田
が
ほ
ぼ
過
半
数
を
占
め
る
や
う
に

な
る
。
し
か
し
京
浜
居
任
者
は
な
ほ
や
や
空
知
炭
田
に
比
重
を
お
い
て
ゐ
る
。

②
釧
路
炭
田
に
お
い
て
白
糠
炭
田
が
釧
路
炭
田
よ
り
優
位
に
立

つ
時
期
は
道
外

者
は
大
正
六
年
、
道
内
者
は
同
八
年
で
、
前
者
が
二
年
早
く
、
さ
ら
に
札
樽

居
任
者
、
京
浜
居
住
者

は
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
よ
り
各

一
年
早
期

に
達
し
て
ゐ
る
。

こ
れ
ら
を
要
す
る
に
、
第

一
次
大
戦
中
か
ら
の
釧
路
炭
田
に
お
け
る
釧
路
地
方

に
対
す
る
白
糠
地
方
の
優
位
化
は
空
知
炭
田
鉱
区
戦
か
ら
転
じ
た
迫
外
資
本
が
主

要
鉱
区
の
目
鼻
が
ほ
ほ
つ
い
て
ゐ
る
釧
路
地
方
よ
り
も
未
開
発

の
白
糠
地
方
の
開

発
に
主
眼
を
お
い
た
に
あ
る
と
見
て
よ
く
、
ま
た
石
狩
炭
田
で
は
第

一
次
大
戦
後

一
〇2一



に
再
開
発
に
期
望
を
も

っ
て
夕
張
炭
田
に
も
進
出
し
た
結
果
夕
張
炭
田
の
空
知
炭

田
に
対
す
る
優
位
性
を
回
復
す
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
釧
路
炭
田
は
元
来

釧
路
地
方
在
住
者
の
ウ

エ
イ
ト
が
高

い
が
、
白
糠
炭
田
の
開
発
に
は
道
外
資
本
に

一
歩
遅
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
注
意
せ
ら
れ
て
よ
い
。

図11.石 狩 ・釧路両炭 田内における夕張 ・白糠

各炭 田の比重変移要略表

石 狩

(夕 張)

路釧

(白 糖)

 

四

鉱
業
権
者

の
資
本

・
業
種
別
構
成
の

一
斑

<備 考>1.石 狩 の◎ は札 樽居住者 ともの場合、○は京浜 居住

者は該 当しない ことを示す。

2.計 一一一一札幌、京浜居住者

5.=は 釧 路、 白糠 同率 を示す。

 

今
回
整
理
し
た
資
料
に
見
ら
れ
る
鉱
業
権
者

の
す
べ
て
に
つ
き
そ
の
資
本
系
統
、

業
種

・
職
業
等
に

つ
い
て
大
体
ど
の
や
う

で
あ

っ
た
か
を
知
ら
う
と
思

っ
た
が
、

こ

の
方

面

に
お

け

る
小

生

の

知

識

が

極

め

て
狭

窄

で

あ

り
、

か

つ
は
す

で

に
註

記

し

た

や

う

に

こ

の
種

の
資

料

が

殆

ど
手

元

に

無

い
こ

と

も

あ

っ
て

、

こ

れ

ま

で

に

分

明

し

得

た

も

の
は

次

の

や
う

に
極

め

て

僅

か

に

過

ぎ

な

い
惨

状

で

あ

る

。

従

っ

て

こ

の
程
度

を

以

て
全

体

を
律

す

る

わ

け

に

は

ゆ

か

な

い
が

、

資

本

。
業

種

別

構

成

を

う

か

が

ふ

一
の
手

が

か

り

に

は

な

ら
う

か

ら

、

一
応

そ

の
概

要

を

以
下

に

摘

記

し

て

大

方

の
参

考

に
供

す

る

こ

と

と

す

る

(
註

一
)

。

合道道未

鉱
業
権
者
数

計

一、
二
四
八

内

者

七
〇
七

外

者

三
二
五

詳

二

一
六

分

明

数

一
七
〇
九
五
七
五
1

分

明

率

一
三

%

六

一
三

・
四

二
一二

二i

ま
つ
整
理
結
果
を
示
さ
う
。
表

18
は
道
内
外
居
住
別
の
実
数
と
構
成
比
で
あ
り
、

表

19
は
こ
れ
を
さ
ら
に
時
期
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
時
期
別
は
資
料

の
性
質

を
も
考
慮
し
て
明
治
前
期
、
明
治
末
期
、
大
正
前
期

の
三
に
分

っ
た
。
前
者
は
明

治
二
八
年
時
を

「
北
海
道
鉱
産
及
鉱
業

二
関
ス
ル
旧
記
摘
録
」
に
拠
り
、
中
者
は

「
鉱
区

一
覧
」
に
拠
り
夕
張

・
空
知
両
郡
内
鉱
区
保
有
者
の
み
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
、

後
者
は
大
正
四
-
九
年
の
間
の

「
鉱
区

一
覧
」
お
よ
び

「北
海
道
石
炭
鉱
業
会

々

報
」
所
載
の
鉱
業
権
登
録

・
移
動
報
告

に
主
と
し
て
拠
る
も

の
で
あ
る
。

下
掲

二
表
を
単
純
に
要
約
す
る
た
め
に
各
時
期
に
お
け
る
道
内
外
別
の
ベ
ス
ト

5
を
挙
げ
た
。
表
20
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
た
だ
し
三
位
以
内

で
も

一
五
%
未
満
の

種
別
は
省
い
て
簡
略
化
し
た
。
ま
た
各
種
別
の
表
記
は
冠
字
の
み
に
略
し
た
。

表

20
を

一
見
し
て
分
る
や
う
に
、
道
外
者
と
道
内
者
と
で
は
種
別
構
成
に
相
当

の
差
異
が
あ
る
。
す
な
は
ち
道
外
者
は
財
閥
と
鉱
業

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
関
係
と

で
半
ば
以
上
四
分
の
三
程
度
を

つ
ね
に
占
め
て
ゐ
る
の
に
対
し
道
内
者
に
お
い
て

は
海
運

・
土
建
と
貿
易

・
商
業
と
で
三
〇
彩
以
上

に
あ
り
、
こ
れ
に
政
界

・
官
吏

が
次
い
で
多

い
と
い
ふ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

時
期
別
に
見
て
特
徴
的
な
の
は
明
治
前
期
に
お
け
る
政
界

・
官
吏
の
ト

ッ
プ
、

一〇3一



・ 表18 .鉱 業 権 者 の 種 別 構 成

種 別

合 計

1・ 財 閥 ・ 中 央 資 本

2.鉱 業 ・エ ネル ギ ー 関係

5.政 界 ・ 官 界 等

4.海 運 ・ 土 建 等

5貿 易 ・ 商 業

6.金 融

7.産 業

8.そ の 他

計

実 数(%)

170(100.0)

57(21.8)

54(20.0)

26(15.5)

25(15.5)

20(11.8)

9(5,5)

7(4.1)

14(8.2)

道 内

実 数(%)

95(100.0)

8(8.4)

11(11.6)

17(17.9)

19(20.0)

15(15.8)

7(7.4)

7(7.4)

11(11。6)

道 外

実 数(%)

75(100.0)

29(58.7)

25(50.7)

9(12.0)

4(5.5)

5(6,7)

2(2.7)

5(4.0)

〈備考〉 総 人員1,248名(法 人84を 含 む)の うち、資本系統 業種 ・職業の分明した もの

170名 についての表 である。

表19.鉱 業権 者 の 種 別 の 時期別

種 別

1.財 ・中

2.鉱 ・ 工

5・政 ・官

4.海 ・土

5.貿 ・商

6.金 融

7.産 業

8.そ の 他

合 計

合 計

M前

5(16)

6(19)

10(52)

2(6.5)

5(16)

2(6.5)

1(5)

51(100)

M末

11(57)

4(15)

2(7)

5(17)

2(7)

2(7)

1(5)

5(10)

50(100)

T前

21(19)

24(22)

14(15)

16(t5)

15(12)

5(4.5)

6(5.5)

10(9)

109(100)

道 内 居 住

M前

2(11)

2(11)

6(55)

2(11)

4(22)

1(5.5)

1(5.5)

18(100)

M末

1(12.5)

5(57.5)

1(12.5)

1(12.5)

2(25)

8(100)

T前

5(7)

9(15)

M(16)

14(20)

11(46)

5(7)

6(9)

8(11.5)

69(100)

道 外 居 住

M前

5(25)

4(51)

4(51)

1(8)

1(8)

15(100)

M末

10(45.5)

4(18)

2(9)

2(9)

2(9)

1(4.5)

1(4.5)

22(100)

T前

16(40)

15(57。5)

5(7.5)

2(5)

2(5)

2(5)

40(100)

<備 考>1.種 別 は頭字 を採 って略記 した。

2.時 期別 はM前=明 治28年 時 、M末=明 治44、 大正2年 合 計、T前=大 正4--9年

合計。

5.数 字 は実数(構 成比%)を 示 す。



表20.時 期別 ・道内外別ベ ス ト5

道 内 者1道 外 者

 

計

0

8

■0

2

1

41

海

政

貿

9

1
3
3

財
鉱

Z
,)

2

Z
り

(∠

政

貿

」1

1

Z
J

5

Z
》

2

政

鉱

財

泣海55
.

8

』
弓

-

財

鉱

∩
U

/
0

'◎

(∠

1

1

海

政

貿

あ

∩
U

7

4

5

財

鉱

22

20

15

財
鉱
政

32

"

稲

稲

政

鉱

財
貿

57

17

財
海

22

"

朽

鉱
財

海

1

2

5

平均

1

2M前

5

壌M末

2

1

2T前

3

 

明
治
末
期
か
ら
の
財
閥

・
中
央
大
資
本
の
進
出
で
あ
り
、
大
正
前
期
に
お
い
て
明

治
前
期
以
上

に
進
出
す
る
鉱
業

・
エ
ネ
ル
ギ
ー

産
業
関
係

で
あ
り
、
道
内
者
に
お

い
て
こ
れ
に
相
当
す
る
海
運

・
土
建
と
貿
易

・
商
業
で
あ
る
。

(
こ
の
道
内
外
両

者

で
異
る
と

こ
ろ
は
、
道
内
者
の
構
成
比
が
低

い
こ
と
で
あ
り
、
ひ
る
が
へ
せ
ば

各
種
別

へ
の
拡
散
度
が
大
き
い
こ
と
で
あ

る
。
)

こ
の
う
ち
、
明
治
前
期
に
政
界

・
官
吏
等
が
ト

ッ
プ

に
あ
る
の
は
開
発
政
策
優

位
の
時
期
に
ふ
さ
は
し
い
表
徴
で
あ
り
、
道
庁
理
事
官
か
ら
転
じ
て
北
炭
を
設
立

す
る
中
心
者
と
な
り
初
代
社
長
と
な

っ
た
堀
基
、
玄
洋
社

の
頭
山
満
と
組
ん
だ
地

方
政

・
財
界

の
領
袖
金
子
元
三
郎
な
ど
を
は
じ
め
集
治
監
官
吏
上

り
も
含
め
て
道

政
の
中
枢
と
利
権

に
関
連
の
深

い
も

の
の
優
位
性
を
語

っ
て
ゐ
る
。
大
正
前
期
に

再
び
増
加
す
る
の
は
、
道
選
出
代
議
士
た
ち
と
釧
路
地
方
行
政
関
係
者
の
活
動

に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
前
者
の
多
く
は
ま
た
財
界
の
実
力
者
た
ち
で
も
あ

っ
て
、

第

一
次
大
戦
時
の
活
況
に
乗
じ
た
も

の
と
認
め
ら
れ
る
。
後
者
は
地
方
振
興
政
策

の

一
環
と
し
て
の
釧
路
炭
田
開
発
方
策
を
推
進
し
た
も

の
と
い
っ
て
よ
く
、
釧
路

市
長
秋
元
幸
太
郎
、
釧
路
新
聞
社
社
長
遠
藤
清

一
を
は
じ
め
道
議
会
副
議
長
に
も

な

っ
た
中
島
義

一
等
を
も
含
め
て
中
央
大
資
本
の
誘
致
に
つ
と
め
る

一
方
自
ら
も

鉱
区
の
保
有
お
よ
び
開
発
を
実
践
し
て
ゆ
く
現
れ
で
あ
る
。

明
治
末
期
か
ら
顕
著
に
な
る
財
閥

の
進
出
は
、
こ
の
時
期
の
資
料
が
石
狩
炭
田

に
偏

っ
て
ゐ
る
故
も
あ
る
に
し
て
も
、
鉄
道
国
有
化
に
よ
る
北
炭
の
石
狩
炭
田
独

占
態
勢
の
崩
壊
に
と
も
な
ふ
本
格
的
進
出
を
示
し
て
ゐ
る
こ
と
が
第

一
、

こ
れ
に

道
内
基
幹
鉄
道
の
開
通
が
軌
道
に
乗

っ
て
来
た
こ
と
も
加
味
し
て
考

へ
る
必
要
が

あ
ら
う
。

こ
れ
に
対
し
道
内

に
お
い
て
海
運

・
土
建
の
比
重
が
高
い
こ
と
が
目
に
つ
く
が
、

こ
れ
は
茅
沼
炭
鉱
を
引
受
け
、
そ
の
後
空
知
炭
田
に
進
出
し
た
板
谷
商
船
、
室
蘭

で
ノ
シ
上

っ
て
来
た
楢
崎
平
太
郎
や
札
幌
の
土
建
業
者
地
崎
宇
三
郎
等
の
石
狩
炭

田
進
出
に
よ
る
も
の
で
、
海
運

・
土
建

の
本
格
的
進
出
は
む
し
ろ
大
正
前
期
と
見

て
よ
い
で
あ
ら
う
。

(明
治
末
期
の
方
が
ウ

エ
イ
ト
が
高
い
の
は
資
料
的
な
不
備

に
よ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
)
こ
れ
は
道
外
者
に
お
け
る
鉱
業

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業

関
係
の
進
出
に
見
合
ひ
、
石
炭
需
要
度

の
高
い
業
種
が
自
家
消
費
炭
の
比
較
的
低

廉
な
供
給
源
を
確
保
す
る
こ
と
と
、
第

一
次
大
戦
を
契
機
と
し
て
石
炭
需
要

の
躍

進
と
炭
況
の
高
騰

の
な
か
で
戦
争
景
気

に
よ
る
成
金
が
つ
か
ん
だ
潤
沢
な
流
動
資

金
の
有
利
な
思
惑
投
資
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
主
因
と
し
て
受
取
ら
れ
る
。

こ
と
に
海
運
は
戦
後
不
況
の
進
展
と
と
も

に
成
金
の
夢
も
は
か
な
く
消
え
て
炭
田

か
ら
も
撤
退
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
比

し
て
鉱
業

・
エ
ネ
ル
ギ
ー

産
業
関

係
は
九
州
石
炭
資
本
の
進
出
、
非
鉄
金
属
鉱
業
資
本
や
石
油
、
ガ
ス
等
に
わ
た
る

多
様
な
資
本
の
進
出
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
代
表
的
な
も
の
は
炭
礦

経
営
を
推
進
し

て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
明
治
前
期
に
お
け
る
ラ
イ

マ
ン
の
弟
子
達
の
活
動
を
主
と
す



る
開
創
的
な
構
成
と
は
質
的
な
異
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
右
に
お
い
て
容
易
に
知

ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

貿
易

・
商
業
が
道
内
者
に
お
い
て
明
治
前
期
に
近
い
ウ

エ
イ
ト
を
回
復
す
る
が
、

明
治
前
期
は
山
県
勇
三
郎
に
代
表

せ
ら
れ

る
の
に
対

し
大
正
前
期
は
道
商

の
旧
家

栖
原
角
兵
衛
や
多
種
に
わ
た
る
商
業
者
に
そ
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
前
者
が
石

炭
企
業
を
推
進
し
た
の
に
、
後
者
は
殆
ど

が
鉱
区
確
保
に
止
ま
る
と
こ
ろ
か
ら
し

て
思
惑
投
資
と
見
て
よ
い
で
あ
ら
う
。

な
ほ
、
ベ
ス
ト
5
に
は
入
ら
な
い
が
附
言
し
て
お
い
て
よ
い
こ
と
は
、

一
は
金

融
資
本
、
二
は
大
正
期

の
鉱
業
権
者
種
別

の
多
彩
な
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
各
期

に
多
少
な
り
と
認
め
ら
れ
、
代
表
的
な
も

の
は
そ
れ
ぞ
れ
炭
礦
を
経
営
す
る
が
、

進
出

の
機
因
は
時
期
的

に
見
て
抵
当
流
れ

の
企
業
化
も
し
く
は
経
営
引
継
に
あ

っ

た
や
う
に
思
は
れ
る
。
後
者
は
上
に
ふ
れ
て
来
た
種
別

に
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
後
出

の
や
う

に
開
拓
者

の
勉
成
社
代
表
で
著
名
な
依
田
勉
三
や
倶
知
安

地
方
開
拓
の
功
労
者
平
野
与
次
右
衛
門

な
ど
石
炭
に
縁

の
な
い
者
ま
で
が
見
ら
れ

る
と
こ
ろ
に
も
う

か
が
は
れ
る
で
あ
ら
う
。

資
本
系
統
や
業
種

・
職
業
別

の
分
明
し
て
ゐ
る
者

の
個
々
に
つ
き

一
々
例
挙
す

る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
の
で
、
た
だ
時
期
別
に
ど
の
や
う
な
登
場
者
が
あ
り
、
そ

れ
が
ど
う
変

っ
て
ゆ
く
か
の
代
表
例
を
若
干
列
記
し
て
参
考
に
資
す
る
に
止
め
る
。

(
註

一
)
鉱
業
権

者

の
全
員

に
つ

い
て
資

本

・
業
種

別
を
明

か
に
す

る
こ
と
は
ま

つ
困

難
と

い
は
ざ

る
を
得

な

い
で
あ
ら
う

が
、
人
名

録
、
郷
土
誌
等

の
諸
資
料

類
を

ひ
ろ
く
探

索
す
れ

ば
分
明
す

る
者
が
少

か
ら
ず

あ
る
と
思

ふ
。
小
生

は
現

在

(
ま

た
今
後
も

)
そ

の
面

の
渉
猟

調
査
を

な
す
遑

は
容

易

に
得

ら
れ
な

い
と

思

ふ
の
で
、
未

詳
分

に

つ
き
調

査

し
よ
う

と
い

ふ
有
志

に
は
鉱
業
権

者
名
簿

(
小
生
作

成
)

を
贈
呈

し
た

い
。

(
な
ほ
、
今

後
大
正

一
〇
年

以
後

の
分
を
作

成

し
た
場

合

は
当

然
追
贈

す

る
)



表21.時 期 別 鉱 業 権 者 の 事 例

明 治 前 期 明 治 末 期

く 財閥系資本

四 大 財 閥 ◎北炭

中央大資本を含む 〉

,

大 正 前 期

他 財 閥

そ の 他

三 井(・ 口)

◎安田(商 事)

浅野

(鉱 山)

◎ 三菱(合 資)

平洋炭礦

●◎(石 狩石炭 とも)

大倉

)

,住 友(本 店 〕

◎(鉱 業)

藤田鉱業

王子製紙(三 井系)

北海道製鉄(北 炭系)

大 日本製糖(藤 山)系

=東 邦炭礦

〈 鉱業 ・エネルギー産業関係 〉

(ラ イマン系)

道

道

道

外

内

外

道

道

内

外

道 外

道 外

◎西 山 正 吾

坂 市 太 郎

(石炭鉱業系)

◎奈 良 義 路

◎ (坂炭礦)

池 上 次郎太

(鉱 業 系)

◎徳 田 与三郎

(石 油 系)

(ガ ス 系)

明 治 鉱 業

古 賀 春 一

久 恒 鉱 業

●

八田満次郎 ・忠虎

◎久 原 鉱 業

●田 中 鉱 山

●木 村 久太郎

横 山鉱 業 部

●村井(鉱 業)

宝 田 万 油
t

◎ 日本石油

●東京瓦斯

(経 営一石狩石炭)

●名古屋瓦斯系

=北 海炭業



明 治 前 期 明 治 末 期 大 正 前 期

〈 政 界 ・官 吏 等 〉

代 議 士

道 政 ・ 地

方 行 政 等

市 政

(道 外)

玄 洋 社 系

弁 護 士

そ の 他

◎中 村 弥 六

金 子 兀二郎

◎堀 基

山 田 忠太郎

真 弓 広 美

中 西 八百吉

浅 羽 靖

●木 下 成太郎

●(日 米信託)

高 橋 直 治

中 島 義 一

頭 山 満

◎結 城 虎五郎

◎飯 田 延太郎

◎秋 元 幸太郎

小 寺 謙 吉

内 田 良 平

遠 藤 清 一

〈 海 運 ・ 土 建 〉

小

室

道

樽

蘭

外

道

道

内

外

(海 運)

(土 建 請 負)

佐 藤 倉 吉

●板谷官吉=板 谷商船

楢 崎 平太郎

◎田中汽船鉱業

地 崎 宇三郎

橋 本 忠次郎

●沢口庄助=沢 口汽船

●藤山要吉=藤 山汽船

◎福永吉蔵

栗林五朔(栗 林汽船)

●山下汽船鉱業

◎_

鈴 木 岩太郎

●橋 本 信次郎

〈 貿 易 ・ 商 業 〉

道

道

内

外

◎山 県 勇三郎
=共 立商会

中 野 四 郎

◎大和田 荘 七

●右近 権左衛門

釧 勝 興 業

・日 本 興 業

●高 田 商 会

栖 原 角兵衛

鈴 木 商 店



く 金

道 内

道 外

明 治 前 期

融 〉

◎谷 七太郎

(札 幌商業銀行)

◎ 田 中 平 八

(田 中銀行)

明 治 末 期

幽
●横山 庄右衛門

(札 幌銀行)

◎佐々木 慎思郎 ・

(第 一銀行系)

大 正 前 期

小 熊 幸一郎

(第 百十三銀行)

相 馬 哲 平(金 融業)

山 本 菊 蔵

(糸 屋銀行)

曝

●日米信託

く そ の 他 〉

農 場 経 営

開拓功労 者

名 家 相 馬 秀 広

◎京 都 合 資 加 来 庸 雄

依 田 勉 三

平野 与次右衛門

岩 倉 具 顕

榎 本 武 憲

〈備考〉 表記の仕方

1.鉱 業権者名の頭に附した記号および二重線等は次のことを表はす。

◎ 自力開坑 ● 譲受経営

=経 営継続もしくは鉱区持続1譲 渡

↓ 傘下入りL設 立

2.財 閥系資本の項における()は 会社名(主 たる)で あり、そのうち"そ の他"に 記載した会

社名に附した()内 は資本系統を示し、=は 経営会社名である。

5.金 融の項1こおける鉱業権者名の下に附した()内 は頭取をしてゐる銀行名である。但 し佐々

木のみは異る。

4。 海運の項において鉱業権者名の次に=を 以て会社名を示 したのは、経営会社名を参考に示した

ものである。中には会社名による登録もある。

5.そ の他は、上記各項に準じて解せ られたい。


